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36協定の勤労情報について
組合：今日、勤労情報が出ていたが、ユニオンへ36協定に関して提案されたこ

とが、掲示されていたが、何か新しいものがあるのか。

会社：新しいものというよりは、年度更新するものであり、10月１日からの36

協定の提案である。新しいものはない。中身は変わらない。日付けだけが

違っているだけである。

お盆輸送について
組合：お盆輸送で８／10～８／17まで対策本部を設けた。下りのピークは８／

11、上りのピークは８／14としていたが、速報値はないのか。

会社：持ち合わせていない。まとまった情報がきていない。

組合：時期が来たらいずれ発表となるのか。

会社：毎年プレス発表しているので、毎年の時期で発表となる。

ＥＸＩＣカードについて
組合：ＥＸＩＣカードの使用方の現場説明のスケジュールはどうなっているの

か。

会社：スケジュールは把握していないが、取り扱いの説明はすると聞いている。

説明をまとめたものを準備していると聞いている。

組合：時期は10月実施なので、間に合うのか。

会社：そこは準備していると聞いている。そんな遠くない時期と思う。しくみ
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2022年度労働協約改訂及び労働条件改善第１回団体交渉
本部は８月18日、2022年度労働協約改訂及び労働条件改善に向け、第１回団体交

渉を開催しました。ＪＲ東海労の要求主旨、会社の交渉に臨む基本姿勢を明らかに

した後、36協定の勤労情報・お盆輸送実績・ＥＸカード現場説明についての、若干

の議論を行いました。

組合要求主旨、会社の基本姿勢は以下の通りです。第２回団体交渉は８月22日13

時00分から行います。
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そのものは難しくない。

組合：社員は初めてのことであるので、しっかり説明する体制を整えよ。イメ

ージがつかない。今まで使用していた乗車証は返納するのか。

会社：そうである。

組合：10月１日に乗車したい社員が、前売りの９月１日に買う場合はどうなる

のか。

会社：従来通り９月１日に割引証を使用し購入することになる。９月末まで割

引証が使用できる。

組合：家族についてはどうか。

会社：社員のＥＸカードの紐付けとなる。社員はＥＸＩＣカードで乗ってもら

う。

組合：家族が使用する場合、社員に50行程あるが、家族もその１行程となるの

か。

会社：そうである。だから40行程から50行程に増やした。

組合：無制限にすれば良い。家族が数多く乗車する社員は不利である。

会社：全員同じ行程で乗車する場合は、１行程としていけると聞いている。し

かし、社員はその場合、乗車券は自己負担となってしまう。

組合：いずれにしても、全社員が間違いなく使用できるように、現場で万全な

説明を実施せよ。

ＪＲ東海労働組合2022年度労働協約改訂及び労働条件改善要求要旨

会社は令和３年度決算について、２年連続の赤字決算を計上した。その原

因は、新型コロナウイルス感染症による旅客需要の大幅な落ち込みとされてい

る。しかし、令和５年３月期第１四半期決算（連結）では470億円の黒字を計

上した。これは社員が感染リスクのある中で、安全・安定輸送を担った結果で

ある。

このような社員に報いるためにも、山積した職場問題の解決に会社は努力し

なければならない。併せて、少子化の進展をはじめとした社会関係の変化、高

齢者雇用をめぐる社会状況の変化に会社として対応し、そこに働く社員の生活

基盤を盤石なものとしなければならないし、社員の意欲・働き甲斐を感じられ

るものでなければならない。

従って、賃金はもとより、福利厚生面も充実させ、誰もが65歳まで働きがい
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やモチベーションの高揚を図れるよう、会社は更に原資を増加して「人への投

資」をこのコロナ禍だからこそ、改善・整備するべき時と考える。

一方、リニア中央新幹線建設について会社は、新たに品川～名古屋間の建設

費用1.5兆円の建設費増額を発表し、７兆円を超える建設費用となった。また、

大深度化トンネル掘削工事に見られるように、沿線住民の意見を無視し、建設

スケジュールありきの対応に終始している。

テレワーク・リモート会議などの拡大や、先が見えない第７波のコロナ禍に

より、東海道新幹線の利用旅客が戻らず、今後、リニア中央新幹線建設を強行

した場合、経営破綻をしかねない。即刻、リニア中央新幹線建設は中止にすべ

きである。

以上の主旨を踏まえ、ＪＲ東海労は2022年度労働協約改訂及び労働条件改善

に関する大幅な改善等を実現するよう強く要求するので、誠意ある回答をする

こと。

以 上

＊会社の交渉に臨む基本姿勢は次ページ掲載
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